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１ 調査概要 

 

１ 調査目的 

本調査は、「松茂町男女共同参画基本計画」を策定し、男女共同参画社会の実現を目指してさま

ざまな施策に取り組んでいくための基礎資料とするために実施しました。 

 

２ 調査設計  

（１）調査対象     

調査種別 調査対象者 

一般用 町内在住の 18 歳以上の方 

中学生用 町内の中学校在学の中学２年生 

事業者用 町内の各事業所 

 

 （２）実施期間   令和６年９月２０日～令和６年１０月２８日 

（３）調査方法     

調査種別 調査方法 

一般用 各種団体などへの配布、 

松茂町ホームページにてアンケートの案内 

事業者用 郵送による配布・回収 

中学生用 学校にて配布・回収 

 

（４）配布・回収状況 

調査種別 配布数 回収数 有効回答率 

一般用 77 74 96.1% 

中学生用 126 113 89.7% 

事業者用 261 55 21.1% 

 

３ 報告書の見方 

（１）各比率はすべてを 100％として百分率で表し、小数点以下第１位または小数点以下第２位を

四捨五入して算出している。そのために、百分率の合計が 100％にならないことがあります。 

（２）質問文の中に、複数回答が可能な質問がるが、その場合、回答の合計は回答者数を上回るこ

とがあります。 

（３）図中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している場合があります。 
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２ 調査結果（一般） 

 

 

 

 

問１ あなたの性別は（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢は（令和６年４月１日現在）（○は 1 つ） 
 

 

  

１８～

２４歳

0%

２５～２９歳

1%
３０～３９歳

6%
４０～４９歳

3%

５０～５９歳

1%

６０～６９歳

29%７０～７９歳

43%

８０歳以上

17%

あなた自身について 

男性

14%

女性

86%
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未婚

6%

既婚（事実婚を

含む）

65%

離別・死別

29%

農林水産業

10%

商工・サービス業の

自営業

11%

自由業（開業医・弁

護士・芸術家など）

6%

勤め人（正社

員・正職員）

15%

パー

ト・ア

ルバイ

ト・派

遣など

13%

専業主婦・主夫

27%

学生

0%

無職

12%

その他

6%

問３ あなたの職業は（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは現在結婚（事実婚を含む）していますか。（○は 1 つ） 
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共働きであ

る

46%
共働きでは

ない

54%

【問４で「2 既婚（事実婚を含む）」と答えた方にお聞きします。】 
問４-１ 夫婦共働きですか。（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたの世帯は（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり暮らし

18%

夫婦ふたり暮

らし

38%

親と子（二世

代同居）

40%

親と子と孫な

ど（三世代以

上同居）

3%

その他

1%
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17

57

37

63

58

17

26

52

7

30

8

13

9

6

3

1

1

0

4

0

0

0

0

0

0

0

3

14

26

12

16

13

10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 家庭生活

② 職場

③ 学校教育の場

④ 議会や政治の場

⑤ 法律や制度の上

⑥ 社会通念やしきたり・慣習

⑦ 社会全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

 

 

問６ あなたは、今の社会において、次にあげる各分野で、男女の地位は平等になっていると思い
ますか。①から⑧のそれぞれについてお答えください。（各項目に○は 1 つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 松茂町の政策について、女性の意見や考え方が反映されていると思いますか。（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男女平等意識について 

十分反映されて

いる

0%

ある程度反映さ

れている

40%

あまり反映され

ていない

22%

ほとんど反映さ

れていない

11%

わからない

27%
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現在より大幅に増

えた方がよい

29%

現在より少し増え

た方がよい

59%

現状でよい

4%

現状より少なくて

よい

0%

わからない

4%

その他

4%

22

18

13

13

12

10

9

2

0

0% 5% 10% 15% 20% 25%

保育・介護・家事などにおける夫など

の家族の支援が十分ではないこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

女性自身がリーダーになることを希望

しないこと

保育・介護の支援などの公的サービス

が十分ではないこと

企業などにおいては、管理職になると

広域異動が増えること

現時点では、必要な知識や経験などを

持つ女性が少ないこと

上司・同僚・部下となる男性や顧客が

女性リーダーを希望しないこと

特にない・わからない

その他

問８ 最近、県・市町村議会の議員や審議会委員等の政策決定の場に女性が少しずつ増えています
が、あなたはこのことについて、どのように思われますか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9 さまざまな分野への女性の社会進出は年々進んできてはいますが、まだ重要な政策や方針決
定の場への参加が少ないと言われています。あなたは、その原因がどこにあると思いますか。
（○はいくつでも） 
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56%

68%

67%

71%

60%

76%

21%

12%

13%

13%

20%

10%

24%

21%

20%

17%

20%

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 自治会長（町内会長）

② ＰＴＡ会長

③ 職場の管理職

④ 県や市町の審議会委員

⑤ 知事や市町村長

⑥ 国、県、市町村の議会議員

そう思う そう思わない わからない

5.6 33.3 54.2 6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

女性は仕事をしない方がよい

結婚するまでは、仕事をした方がよい

子どもができるまでは、仕事をした方がよい

子どもができたら退職して、子どもが成長したら再び仕事に就く方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

問 10 あなたは、次にあげる役職や公職に、女性が「もっと就いた方がよい」と思いますか。 

① から⑥のそれぞれについてお答えください。（各項目に○は 1 つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

問 11 女性が仕事をすること（会社などで働くこと）について、あなたはどのように思いますか。
（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職業生活などについて 



8 

 

良いことだと

思う

60%

どちらかとい

えば良いこと

だと思う

40%

23.7

18.1

16.9

16.4

11.9

9.6

3.4

0

0% 5% 10% 15% 20% 25%

女性が能力・適性に応じて管理職に就くことは当

然だ

管理職として女性が能力を発揮することは経済、

社会の活性化につながる

管理職として女性が能力を発揮することは会社や

組織にとって有益である

女性が管理職として自分の働き方を選べるのは当

然だ

女性の管理職は自分が働いていくうえでの目標と

なる

職場の体質、イメージが良くなると思う

なんとなくそう思う

その他

問 12 女性の社会進出が進んでいく中で、女性の管理職が増えていくことに対して、あなたはど
のように思いますか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 12 で「1 良いことだと思う」、「2 どちらかといえば良いことだと思う」と答えた方にお聞
きします。】 

問 12－1 理由としてあてはまるものを３つまでお選びください。（〇は３つまで） 
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非常にそ

う思う

13%

ややそう思う

41%

あまりそう思

わない

37%

まったくそう

思わない

9%

33

33

33

0

0

0

0

0

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

管理職の仕事と家庭の両立には周りの人や職場に

負担（迷惑）がかかる

家庭を支えている男性が管理職になれなくなる

なんとなくそう思う

女性は管理職に向かない

職場の雰囲気が変わってやりにくい

女性の管理職はあまり前例がない

女性は家庭的であるべきだ

職場や社会に女性が進出してほしくない

その他

【問 12 で「3 どちらかといえば良くないことだと思う」、「4 良くないことだと思う」と答えた
方にお聞きします。】 

問 12－2 理由としてあてはまるものを３つまでお選びください。（〇は３つまで） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 あなた自身が企業や組織の中で管理職を目指して働きたいかどうか、あなたの考えに近い
ものをお選びください。（○は 1 つ） 
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25

20.8

1.4

15.3

4.2

8.3

18.1

6.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

仕事を優先

家庭生活を優先

プライベートな時間を優先

仕事と家庭生活をともに優先

仕事とプライベートな時間をともに優先

家庭生活とプライベートな時間をともに優先

仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先

わからない

4.2

9.9

2.8

16.9

5.6

15.5

40.8

4.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

仕事を優先

家庭生活を優先

プライベートな時間を優先

仕事と家庭生活をともに優先

仕事とプライベートな時間をともに優先

家庭生活とプライベートな時間をともに優先

仕事・家庭生活・プライベートな時間をともに優先

わからない

問 14 日常生活における、「仕事」「家庭生活」「プライベートな時間（趣味や学習・地域活動・付
き合いなど）」のバランスについて、①あなたの希望する（理想とする）優先度をお答えくだ
さい。また、②実際の（現実の）優先度をお答えください。（それぞれ○は 1 つずつ） 

 
① 希望する（理想とする）優先度 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②実際の（現実の）優先度 
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25.1

14.8

9.4

8.9

8.4

7.9

6.4

5.4

4.4

4.4

2

1.5

0

1

0.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

家事や家族の世話・介護などに対する夫や家族

の理解や努力

育児・介護休業を取得しやすい社会環境づくり

育児などで退職した者を再雇用する制度を取り

入れること

職場内に保育施設を整備すること

転勤や配置転換などに配慮すること

保育所の保育時間延長など、保育サービスを充

実すること

高齢者や病人の介護サービスを充実すること

在宅勤務やフレックスタイム制度（時間差出

勤）を取り入れること

職場における男女格差を無くしていくこと

職場での結婚・出産による退職の慣例を改める

こと

労働時間を短縮すること

職場復帰のための研修や職業訓練などの機会を

充実すること

女性の就職先を増やすこと

わからない

その他

26.8

21.3

14.6

14

9.8

7.3

4.9

0.6

0.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

職場に育児休業を取得しにくい雰囲気があるから

職場で仕事を代わってくれる人がいないから

育児休業は母親が取得するものと認識されている

から

職場の男性で育児休業を取っている人がいないか

ら

男性が育児休業を取得することを許さない職場が

あるから

出世に響くから

わからない

その他

特にない

問 15 男性が、育児休業を取得しにくい原因はどんなことだと思いますか。（○はいくつでも） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 男女がともに、仕事と家庭の両立をし続けるためには、特にどのようなことが必要だと思
いますか。（○は 3 つまで） 
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46.8

18

16.2

12.6

6.3

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

一般的な知識として知っている

自分のまわりに経験した人がいる

くわしくはわからないが、言葉としては聞いたこと

がある

チラシやパンフレットなどで見たことがある

自分が直接経験したことがある

セクシュアル・ハラスメントのことを知らなかった

25.8

17.6

14.8

12.1

10.4

8.2

6

4.9

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

出産や育児等による休業がハンディとならない人

事制度の導入

公平・公正な人事制度の導入

スキルアップのための職場内での教育、訓練

資格の取得

幅広い職務経験

女性の能力発揮の重要性についての職場内での啓

発

スキルアップのための職場外での教育、研修

仕事を通じた人脈づくり

その他

問 17 女性の職業能力がより発揮できるようにするために、取り組む必要があると思うものは何
ですか。特に重要と思われるものを３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 あなたは、身近でセクシュアル・ハラスメント（セクハラ:性的な嫌がらせ）を経験した
り、見聞きしたりしたことがありますか。（○はいくつでも） 
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賛成

2%

どちらかとい

えば賛成

27%

どちらかとい

えば反対

48%

反対

14%

わから

ない

9%

40.7

22.1

13.3

12.4

11.5

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

一般的な知識として知っている

自分のまわりに経験した人がいる

くわしくはわからないが、言葉としては聞い

たことがある

チラシやパンフレットなどで見たことがある

自分が直接経験したことがある

パワー・ハラスメントのことを知らなかった

問 19 あなたは、身近でパワー・ハラスメント（パワハラ:職務上の地位や権限を利用し、業務
の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与えるような行為）を経験したり、見聞きし
たりしたことがありますか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、あなたはどのよう
にお考えですか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家庭生活と男女の役割について 
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34.2

26.3

18.4

15.8

5.3

0

0

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続

けることは大変だと思うから

妻が家庭を守った方が、子どもの成長などに

とって良いと思うから

夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると

思うから

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

その他

特にない

わからない

30.7

22.7

13.3

10.7

9.3

9.3

2.7

1.3

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべき

ではないから

男女平等に反すると思うから

夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思う

から

妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとっ

て良いと思うから

自分の両親も外で働いていたから

家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続ける

ことは可能だと思うから

その他

特にない

わからない

【問 20 で「1 賛成」、「2 どちらかといえば賛成」と答えた方にお聞きします。】 

問 20－1 それはなぜですか。理由としてあてはまるものをお選びください。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 20 で「3 どちらかといえば反対」、「4 反対」と答えた方にお聞きします。 

問 20－2 それはなぜですか。理由としてあてはまるものをお選びください。（〇はいくつでも） 
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1%

3%

1%

11%

25%

8%

41%

7%

6%

45%

37%

37%

52%

68%

41%

42%

38%

52%

4%

25%

52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 掃除・洗濯

② 食事のしたく

③ 食事の後かたづけ・食器洗い

④ 日常の家計の管理

⑤ 子育て（育児・しつけ）

⑥ 家族の介護や看護

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して 主に子ども その他の人

26.1

23.7

18.3

17.8

10.8

2.9

0

0.4

0

0 5 10 15 20 25 30

男女ともに、社会人として自立できるように育

てる

子どもの個性に応じて育てる

男女の役割を固定せず、しつけや教育は区別し

ないで育てる

男女ともに、身の回りの家事ができるように育

てる

男女ともに、性に関する正しい知識と理解を身

につけさせる

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる

男は外で働き、女は家庭を守るように育てる

その他

わからない

問 21 あなたは、子どもの育て方について、どのように考えますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 あなたは、次にあげるような家庭内の仕事を、主に誰が分担するのが理想だと思いますか。
①から⑥のそれぞれについてお答えください。※結婚されていない方も、結婚していると仮
定してお答えください。（各項目に○は 1 つずつ） 
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1%

14%

68%

79%

67%

63%

39%

45%

16%

12%

16%

18%

50%

31%

10%

6%

13%

2%

10%

21%

4%

3%

3%

3%

2%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 掃除・洗濯

② 食事のしたく

③ 食事の後かたづけ・食器洗い

④ 日常の家計の管理

⑤ 子育て（育児・しつけ）

⑥ 家族の介護や看護

主に夫 主に妻 夫婦が協力して 家族が協力して 主に子ども その他の人

29.4

28.8

14.1

13

6.8

4.5

2.3

0.6

0.6

0

0

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

男性も家事・育児を行うことは、当然である

子どもにいい影響を与える

家事・育児を行う男性は、時間の使い方が効率的

で、仕事もできる

男性自身も充実感が得られる

仕事と両立させることは、現実として難しい

家事・育児は女性の方が向いている

妻が家事・育児をしていないと誤解される

その他

わからない

周囲から冷たい目で見られる

男性は、家事・育児を行うべきではない

特にない

問 23 それでは、あなたの家庭では、次にあげるような家庭内の仕事を、実際に誰が分担してい
ますか。①から⑥のそれぞれについてお答えください。（各項目に○は 1 つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 あなたは、男性が家事や育児を行うことについて、どのようなイメージをお持ちですか。
（○はいくつでも） 
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考えたこ

とがある

43%

考えたこ

とがない

50%

わからな

い

7%

旧姓を通称

として使用

したいと思

う

23%

旧姓を通称

として使用

したいと思

わない

54%

わからない

23%

 

 

 
問 25 あなたは、名字・姓に関する制度のあり方について考えたことはありますか。（○は１つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 あなたは、名字を変える必要がある場合、旧姓を通称として使用することを希望しますか。 

  （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夫婦別姓について 
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20.2

18.8

17.8

17.5

9.9

6.2

5.5

2.7

0.7

0.7

0% 5% 10% 15% 20% 25%

配偶者などからの暴力（ＤＶ）

男女雇用機会均等法

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性

別）

男女共同参画社会

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）

女性差別撤廃条約

女性活躍推進法

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

見たり聞いたりしたものはない

わからない

26.8

14.9

14.4

13.9

12.9

7.2

5.7

3.6

0.5

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

被害者が相談しやすい環境づくりを図る

家庭や学校で暴力を防止するための教育の充実

を図る

被害者が援助を求めやすくするための情報提供

を充実する

加害者への罰則を強化する

被害者の一時保護などを行う施設（シェル

ター）の設置を図る

暴力を助長するおそれのある情報（インター

ネットや雑誌等）を規制する

ドメスティック・バイオレンスを防止するため

の広報・啓発活動を積極的に行う

職場や地域で暴力を防止するための研修などの

充実を図る

特にない

その他

 

 

 
問 27 これらの言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがあるものをお選びください。 

（○はいくつでも） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 今後、ドメスティック・バイオレンス（DV）を防ぐためには、どのような取り組みが必要
だと思いますか。（○は 3 つまで） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権意識について 
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25.3

17.6

15.9

9.3

8.8

4.9

4.9

3.8

3.3

3.3

2.2

0.5

0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図るこ

と

子どもに対して、男女を問わず家事などに参加でき

るよう環境を整えること

「男は仕事、女は家庭」といった固定的な考え方を

押しつけないこと

男性が家事などをすることへの男性自身の抵抗感を

なくすこと

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担について理

解を示すこと

労働時間短縮や休暇制度の充実により仕事以外の時

間を増やすこと

男性も、家事や子育てなどができるよう学習する場

を設ける

男性が家事などをすることへの女性自身の抵抗感を

なくすこと

男性が家庭生活等にも関心を高めるよう啓発や情報

提供を行うこと

男性の家事等への参加のための仲間（ネットワー

ク）づくりを進めること

家庭と仕事の両立などについて、相談しやすい窓口

を設けること

わからない

その他

 

 

 
問 29 今後、男性と女性がともに家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくた

めには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は 3 つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男女共同参画について 
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23.1

21.5

14

10.2

9.7

8.6

7.5

5.4

0

0

0% 5% 10% 15% 20% 25%

避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、洗濯

干場など）

避難所運営の責任者に男女がともに配置され、

避難所運営や被災者対応に男女両方の視点が入

ること

災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者、障害

者、妊産婦などへのサポート体制）

防災会議に男女がともに参画し、地域防災計画

に男女両方の視点が入ること

災害対策本部に男女がともに配置され、対策に

男女両方の視点が入ること

被災者に対する相談体制

災害復旧・復興対策計画に男女がともに参画

し、計画に男女両方の視点が入ること

公的施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給

する際の配慮

その他

特にない

問 30 防災・災害復興対策に、男女共同参画の視点に配慮して取組む必要があると思うものは何
ですか。（○は 3 つまで） 
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23.2

9.4

8.8

7.7

7.7

6.6

5

4.4

4.4

4.4

3.3

3.3

3.3

2.2

1.7

1.1

1.1

1.1

1.1

0

0% 5% 10% 15% 20% 25%

働く男性、女性を支援するための保育、家事、介護

サービスなどを充実させる

町の政策・方針を決定する審議会の委員などに女性

の積極的な登用を図る

障がい者や介護・介助が必要な人への自立支援を充

実させる

男女平等や男女の共同参画についての学校教育を充

実する

働く場での男女格差をなくすよう事業主などに対し

て働きかける

男女がともに参画する地域活動、ボランティア活動

を促進する

男女共同参画のための活動場所（拠点）を充実する

こと

男女共同参画に積極的に取り組む企業への支援など

の検討

人材育成への支援

男女共同参画の視点を取り入れた防災対策の推進

男女共同参画に関する情報提供を充実する

就業や起業への支援

町職員における管理職への女性の積極的な登用を図

る

女性の保護をはじめ、女性の心身の健康づくりの推

進を図る

意識改革のための啓発の推進や学習機会の充実を図

る

人権の尊重についての研修会や講座、情報提供など

を充実させる

男女共同参画についての各種相談事業を充実させる

男女共同参画に視点を置いた国際的な交流・協力の

推進

わからない

その他

問 31 男女共同参画を積極的に進めるために、今後、松茂町はどのようなことに力をいれていく
べきだと思いますか。（○は 3 つまで） 
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３ 調査結果（中学生） 

 

 

 

問１ あなたの性別は（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは日常生活の中で、男らしさや女らしさを期待されて、居心地の悪い思いや不愉快な
気持ちになったことはありますか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

あなた自身のことについて 

あなたの日々の生活について 

男性

51%

女性

49%

ある

2%

時々ある

16%

ない

57%

わからな

い

25%
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賛成

3%
どちらかと

いえば賛成

8%

どちらかと

いえば反対

31%

反対

34%

わからない

24%

嫌な気持ち

になった・

嫌だと思っ

た

65%

そのとおり

だと思っ

た・仕方な

いと思った

15%

何とも思わ

なかった

10%
その他

10%

【問 2 で「1 ある」、「2 時々ある」と答えた方にお聞きします。】 
問２-１ 「男だから○○しなさい」や「女だから○○しなさい」と言われたとき、どんな気持ちで

したか。（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたは「男性は仕事、女性は家事（介護・育児を含む）」という考え方をどう思いますか。 
（○は 1 つ） 
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男性が主にや

るのがよい

1%

女性が主にや

るのがよい

1%

男性と女性が

協力してやる

のがよい

89%

わから

ない

9%

感じるこ

とがある

15%

時々感じる

ことがある

50%

感じること

がない

35%

問４ あなたは家の中で、食事のしたくやそうじ、洗濯のような家事は、誰がやるのが一番よいと
思いますか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 学校生活の中で、女子と男子では役割に違いがあると感じることがありますか。（○は 1 つ） 
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17%

9%

5%

1%

1%

12%

4%

3%

3%

4%

7%

5%

8%

2%

5%

11%

81%

88%

88%

94%

91%

86%

91%

86%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑧ 部活動でのマネージャー

⑦ 合唱の伴奏者

⑥ 合唱の指揮者

⑤ 学級委員長

④ 委員会の委員長

③ 生徒会の書記

② 生徒会の副会長

① 生徒会の会長

女 子 男 子 どちらでもよい

問 6 次の①~⑩のことは、女子と男子のどちらに適していると思いますか。（それぞれ１つに○） 
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9.5

6.5

6.5

4.3

4.3

3.9

3.9

3.9

3.4

3

3

2.6

2.6

2.6

2.2

2.2

2.2

1.7

1.7

1.3

1.3

1.3

1.3

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.9

0.4

0.4

0.4

0.4

0.4

0.4

0

0

0

4.3

7.8

3.4

0% 2% 4% 6% 8% 10%

スポーツ選手

公務員

美容師、理容師

調理師、料理人

動物の飼育員（ペットショップ）

You Tuber

パティシエ

会社員、銀行員

薬剤師

ゲームクリエイター

学校教諭

コンピュータ技師、プログラマー

医師

看護師など病院で働く人

マンガ家、イラストレーター

歌手、タレントなどの芸能人

保育士、幼稚園教諭

獣医

声優

介護士など福祉施設で働く人

警察官、刑事

作家、作曲家

自動車、電車の運転手

ダンサー

学者、研究者

建設業（大工、道路を作る人など）

自衛官

自動車、機械などのエンジニア

消防士、救急隊、レスキュー隊

専業主婦/専業主夫

通訳、翻訳家

キャビンアテンダント（飛行機）

パイロット

画家、デザイナーなどの芸術家

習い事の先生（ピアノ・習字など）

農林漁業

弁護士、検察官、裁判官

テレビ・新聞・雑誌などの記者

宇宙飛行士

花屋

わからない

なりたい仕事がない

その他

 

 

問７ あなたは将来、どのような仕事につきたいと思いますか。（○は５つまで） 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの将来について 
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28.8

28.5

18

8.6

5.2

4.5

3.4

0.7

1.1

1.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

高収入

自分の個性や能力を生かせること

労働時間

社会に役立つこと

身分の保障

通勤時間

専門的な知識や技能が生かせること

自分の性別に適した仕事内容

その他

特にない

１ ある程度

は意味もわ

かっている

2%

２ 言葉だけ

は知っている

16%

３ 知らない

82%

問８ あなたが将来の仕事を考えるときに重視することは何ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたは「男女共同参画」について知っていますか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男女共同参画について 
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3.5

14.2

49.6

59.3

76.1

95.6

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

すべて知らない

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

ドメスティック・バイオレンス（夫妻やカップ

ル、パートナーなどの間での暴力）

ＬＧＢＴＱ＋（レズビアン、ゲイ、バイセクシュ

アル、トランスジェンダーなどの頭文字をとった

総称）

セクシュアル・ハラスメント（性的な言動により

相手方の生活や環境を害すること）

ストーカー（恋愛感情からしつこく相手をつけ回

し迷惑や被害を与える人）

問 10 次の言葉のうち、あなたが知っているものはどれですか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなた自身の性別（性的少数者※や男性、女性であることなど）について、違和感のある
こと、悩んでいること、わからないこと、不安なことはありますか。自由にお書きください。 

※性的少数者：同性愛・両性愛などや、自身の心と体の性に違和感がある人、自身の性のありようについて

多くの人と異なる意識・考えを持っている人のこと 

 

日本国内での同性結婚が法で禁止されていることについて 

かっこいいとかわいいだとかわいいほうが好き 

女性だからといって少し汚い言葉を使ってはダメなこと 

女の子っぽいものがあまり好きではないこと 

同性の人を好きになって、周りに引かれないか心配 

男だから～しろと言われるのが違和感がある。 
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66%

11%2%

0%

0%

21%

子どもができても、ずっと仕

事を続ける方がよい

子どもができたら退職して、

子どもが成長したら再び仕事

に就く方がよい

子どもができるまでは、仕事

をした方がよい

男性は仕事をしない方がよい

結婚するまでは、仕事をした

方がよい

その他

39%

25%

6%

6%

0%

24%

子どもができたら退職し

て、子どもが成長したら再

び仕事に就く方がよい

子どもができても、ずっと

仕事を続ける方がよい

結婚するまでは、仕事をし

た方がよい

子どもができるまでは、仕

事をした方がよい

女性は仕事をしない方がよ

い

問 12 女性が仕事をすること（会社などで働くこと）について、あなたはどのように思いますか。
（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 男性が仕事をすること（会社などで働くこと）について、あなたはどのように思いますか。
（○は 1 つ） 
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12.3

22.8

1.8

0

3.5

8.8

12.3

3.5

7

3.5

7

8.8

0

0

3.5

5.3

0 5 10 15 20 25

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業

卸売業

小売業

金融、保険業

不動産・物品賃貸業

専門・技術サービス業

宿泊業

飲食サービス業

教育、学習支援業

医療、福祉

その他のサービス業

その他

系列1

15%

26%

6%

63%

66%

94%

22%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員数

従業員のうち女性の割合

管理職のうち女性の割合

増加傾向 増減なし 減少傾向

４ 調査結果（事業者） 

 

 

 

 

問１ 貴事業所の業種区分を次の中から選んでください。（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 過去３年間の①~⑤の項目について、それぞれあてはまる番号に〇をつけてください。 
（各項目に〇は 1 つずつ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

貴事業所について 
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１ 多すぎる

と思う

2%

２ 多いと思

う

13%

3 適正だと

思う

85%

19.2

12.5

8.7

7.7

7.7

6.7

3.8

3.8

2.9

1.9

1

0

3.8

20.2

0% 5% 10% 15% 20% 25%

労働時間の適正化に向けた仕事の役割・分担の見直

し

年次有給休暇の取得促進

正規従業員の採用

長時間労働の従業員やその上司に対する注意や助言

ノー残業デーの実施

定時退社の呼びかけ

長時間労働の課題について労使で話し合う機会の設

定

非正規従業員の採用や外部人材の活用

専門家による健康問題やメンタルヘルスなどに関す

る相談サービス

業務の外部委託の推進

時間管理が評価される管理職人事制度の導入

時間管理が評価される一般従業員人事制度の導入

その他

特に行っていない

問 3 貴事業所の所定外労働時間の状況について、どのように思われますか。（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 貴事業所では、⾧時間労働の是正や解消をするために、どのような取り組みを行っています
か。（○は３つまで） 
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増やす予定

27%

現状のまま

64%

減らす予定

0%
その他

9%

30

7.5

5

2.5

2.5

2.5

2.5

0

0

0

0

0

0

0

47.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

就ける職種が限られている

女性従業員が休業した場合に代替要員の確保が難

しい

残業・出張・転勤をさせにくい

業務に必要な経験・知識が不足している

家事や子育ての負担を考慮する必要がある

女性が働きやすい職場環境を整備する負担が重い

取引先の理解が十分でない

判断力・折衝力・企画力・マネジメント力などが

不足している

女性自身が昇進や活躍を望んでいない

結婚や出産で退職する女性が多い

男性従業員の理解が十分でない

管理職の理解が十分でない

役員層の理解が十分でない

配偶者・パートナーや家族の理解が十分でない

その他

 

 

 

問 5 今後（おおむね５年後を目安に）貴社では女性従業員の数を、現在と比べてどのようにした
いとお考えですか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 今後、女性従業員数を現状と比べて「２ 現状のまま」、「３ 減らす予定」とするのはどの
ような理由からですか。主な理由をお選びください。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の活躍推進について 
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増やす予定

24%

現状のまま

70%

減らす予定

0%
その他

6%

【女性管理職が少ない（１割未満）あるいはまったくいない役職区分が１つでもある事業所の方に
ついて】 
 

問７ 女性の管理職が少ないのは、どのような理由からですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

問８ 今後３年程度の女性管理職の登用方針について、貴社では現在と比べてどのようにしたいと
お考えですか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.8

10.9

10.9

9.1

9.1

7.3

7.3

1.8

0

0

0

21.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

女性従業員がいない、または少ない

必要な知識や経験、判断力等を有する女性がいない

特に理由はなく結果として男性が多くなった

将来就く可能性のあるものはいるが、現在役職に就

くための在職年数を満たしている女性はいない

業務内容が女性に向いていない

勤続年数が短く、管理職になるまでに退職する

女性本人が管理職になることを希望しない

上司・同僚・部下となる男性が女性管理職を希望し

ない

出張や全国に転勤があることや時間外労働が多い

顧客が女性管理職をよく思わない

上司・同僚・部下となる女性が女性管理職を希望し

ない

その他

系列1
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28.2

22.6

12.1

11.3

10.5

7.3

0.8

1.6

5.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

男女問わず優秀な人材が活躍できる

女性独自の視点を業務に生かすことで多方面から

のニーズに応えられる

企業のイメージアップにつながる

職場風土が改善され組織が活性化する

女性従業員の労働意欲が向上する

男性従業員の意識が変わり、女性を対等な存在と

してみるようになる

その他

特にメリットはない

わからない

23.3

14

12.8

5.8

5.8

2.3

2.3

2.3

2.3

1.2

4.7

19.8

3.5

0% 5% 10% 15% 20% 25%

家事・子育て・介護など、家庭の事情で休むことが

多い

時間外労働・深夜労働などをさせにくい

安全面などで配慮しなければならない

男性と女性で職業意識に差がある

重量物の取り扱いや危険有害業務などについて、法

制上の制約がある

勤続年数が短い

経営上のゆとりがない

女性のための就業環境の整備にコストがかかったり

事務量が増えたりする

税制や年金制度などの社会制度や慣行に問題がある

顧客や男性管理職などの理解・認識が不十分

その他

特にない

わからない

問９ 女性を活用することについて、どのようなメリットがあると思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 女性従業員の能力活用にあたり、貴事業所において課題となっていることはありますか。
（○はいくつでも） 
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就業規則や労

働契約、内規

などに明文化

して設けてい

る

17%

現在、制度は

ないが、慣行

としてある

24%

現在、制度は

なく、またそ

ういった慣行

はない

46%

その他

13%

17.4

11.6

9.3

8.1

4.7

3.5

3.5

3.5

2.3

2.3

3.5

30.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

女性の採用及び登用を積極的に行っている

性別により評価されることがないよう人事考課基

準を明確に定めている

仕事と家庭との両立支援制度を整備している

男女の固定的な役割分担の見直しなど職場環境の

整備を行っている

女性を登用するための推進体制の整備や活用計画

の策定を行っている

女性を積極的に登用することに対する男性従業員

の意識啓発の実施

女性従業員の意見や要望を聴く制度や相談窓口の

設置

メンター制度を導入している

女性を登用するために教育訓練や研修を行ってい

る

人事異動によって女性に様々な職種を経験させて

いる

その他

特にない

問 11 結婚や妊娠・出産・育児・介護などのために退職した女性を、その後一定の条件を満たせ
ばもとの勤務先に再雇用する制度を設けていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 貴事業所では、女性の登用や能力開発・発揮に関して、積極的に取り組んでいますか。ま
た、取り組む予定はありますか。（○はいくつでも） 
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策定済

である

13%

現在、策定中で

ある。または策

定を予定してい

る

2%

今のところ策定

の予定はない

61%

その他

4%

わからない

20%

27.3

18.2

0

0

0

9.1

45.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

策定する必要性や目的がわからない

策定の手順やルールがわからない

社内に専門家がいない

策定するための時間がない

策定に必要な費用がない

その他

特にない

問 13 令和４年４月から「改正女性活躍推進法」（女性の職業生活における活躍の推進に関する法
律）が全面施行され、企業等は女性従業員の活躍を推進するための「一般事業主行動計画」
を策定や情報公開が義務づけられました。（従業員１01 人以上の事業所は策定義務、１00
人以下の事業所は努力義務）。貴事業所での策定状況についてお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【行動計画を策定済みでない事業所の方にお聞きします。】 

問 13－1 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定できない原因として、どのような
ことが考えられますか。（○は２つまで） 
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就業規則や労働

契約、内規など

に明文化して設

けている

39%

明文化はしてい

ないが、慣行と

してある

7%

明文化しておら

ず、またそう

いった慣行はな

い

45%

その他

9%

数値目標を設

定している

11%

目標は設定し

ているが、数

値では定めて

いない

8%

目標を設定し

ていない

61%

わからない

20%

問 14 貴事業所では、女性の活躍推進に向けて達成すべき具体的な数値目標を定めていますか。
（○は１つ）（例:管理職に占める女性労働者の割合、育児休業取得率、再雇用・中途採用の実績など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 貴事業所では、就業規則等により明文化されている育児・介護休業制度の規定はあります
か。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）支援について 
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１歳未満

29%

１歳以上１歳６

か月未満

8%

１歳６か月以上

２歳未満

11%

２歳以上３歳未

満

9%

３歳以上

3%

その他

11%

わからない

29%

９３日未満

17%

９３日

39%

９３日を超え６

か月未満

0%

６か月以上

１年未満

0%

１年

3%

１年を超え

る期間

0%

その他

11%

わからない

30%

【育児休業制度の規定がある事業所にお聞きします。】 
問 15－1 貴事業所の育児休業制度は、従業員の子どもが何歳になるまで取得できますか。（○は 1 つ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
【介護休業制度の規定がある事業所にお聞きします。】 

問 15－2 貴事業所の介護休業制度では、介護休業は最⾧でどのくらいの期間取得できますか。 
（○は 1 つ） 
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28.6

22.4

14.3

6.1

5.1

4.1

3.1

4.1

12.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

休業期間中の代替要員の確保

休業者の周囲の従業員に対する業務負担の増大

休業期間中の賃金補償

休業者の復職時の受け入れ体制の整備

制度の理解を深めるための取り組み

休業者の昇進・昇格の取扱い

休業者の能力低下への教育訓練など、復職のため

の支援

その他

特に問題はない

大いに関心があ

る

41%
少し関心がある

34%

あまり関心がな

い

6%

まったく関心が

ない

6%
わからない

13%

問 16 育児・介護休業制度の活用を進めていく上での課題には、どのようなことがありますか。
（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とは 

国は「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」において、仕事と生活の調和が

実現した社会を、「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たす

とともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて

多様な生き方が選択・実現できる社会」と定義しています。 

問 17 貴事業所では、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」について、どの程度関
心がありますか。（○は 1 つ） 
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重要である

36%

どちらかといえ

ば重要である

36%

どちらかといえ

ば重要でない

2%

まったく重

要でない

4%

わからない

22%

22.7

17.6

16.8

12.6

10.9

10.1

8.4

0

0.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

従業員の満足度が上がる

企業の社会的責任を果たせる

従業員の心身の健康に起因するリスクが低下する

人材が確保・定着しやすくなる

多様な人材が能力を発揮しやすくなる

企業のイメージアップになる

組織の生産性が向上する

その他

わからない

問 18 貴事業所では、ワーク・ライフ・バランスの推進を、貴事業所の企業戦略において、どの
ようにとらえていますか。（○は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 18 で「1 重要である」、「2 どちらかといえば重要である」と答えた事業所の方にお聞きし
ます。】 
問 18－1 貴事業所では、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組むことによるメリットをどの

ようにお考えですか。（○はいくつでも） 
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12.6

9.9

9

8.1

8.1

8.1

7.2

6.3

5.4

2.7

0.9

0

0

1.8

19.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

勤務時間の短縮

育児時間制度や介護時間制度の導入

制度を利用しやすい雰囲気づくり

時間外労働の免除または制限

フレックスタイム制の導入

子どもの看護休暇制度の導入

始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ

相談窓口や担当者の設置

在宅勤務（テレワーク）制度の導入

転勤の免除

事業所内の託児施設の設置

出産・育児・介護などに対する経費の援助

育児・介護休業者への職場復帰プログラム

その他

特にない

事業所内で問題

になり対応した

5%

事業所内でうわ

さを聞いたこと

がある

6%
取引先との

間で問題に

なり対応し

た

2%

その他

6%

問題になったこ

とも、うわさを

聞いたこともな

い

81%

問 19 貴事業所では、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、どのような取り組みを行って
いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

問 20 貴事業所では、セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）に関して、問題となった
ことはありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職場でのいやがらせ（ハラスメント）の防止について 
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事業所内で問

題になり対応

した

7%

事業所内でう

わさを聞いた

ことがある

11%

その他

6%

問題になった

ことも、うわ

さを聞いたこ

ともない

76%

14.4

14.4

11.1

8.9

5.6

4.4

3.3

0

37.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

就業規則や内規などにセクシュアル・ハラス

メント防止の指針を定める

事業所内に相談窓口や担当者などを設ける

パンフレットなどの資料を配布・掲示し、周

知・啓発を図る

セクシュアル・ハラスメントに関する社員教

育・研修を行う

事業所内に対策委員会などの機関を設置する

セクシュアル・ハラスメントが発生した時の

対応マニュアルを定める

事業所内の実態を把握するために調査や分析

を実施する

その他

特に取り組んでいない

問 21 職場におけるセクシュアル・ハラスメントを防止するために貴事業所ではどのようなこと
に取り組んでいますか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 貴事業所では、パワー・ハラスメント（権力を利用したいやがらせ）に関して、問題とな
ったことはありますか。（○はいくつでも） 
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15.2

14.1

9.8

9.8

7.6

5.4

4.3

1.1

32.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

事業所内に相談窓口や担当者などを設ける

就業規則や内規などにパワー・ハラスメント防

止の指針を定める

パワー・ハラスメントに関する社員教育・研修

を行う

パンフレットなどの資料を配布・掲示し、周

知・啓発を図る

事業所内に対策委員会などの機関を設置する

パワー・ハラスメントが発生した時の対応マ

ニュアルを定める

事業所内の実態を把握するために調査や分析を

実施する

その他

特に取り組んでいない

20

23.5

7.8

9.8

7.8

78

74.5

90.2

88.2

90.2

2

2

2

2

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 募集・採用

② 賃金

③ 人事評価

④ 昇進・昇格

⑤ 教育訓練

どちらかといえば男性の方が優遇されている 平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

問 23 職場におけるパワー・ハラスメントを防止するために貴事業所ではどのようなことに取り
組んでいますか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

問 24 貴事業所では、次にあげる①～⑤について男女が平等になっていると思いますか。①から
⑤のそれぞれについてお答えください。（各項目に○は 1 つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

男女共同参画について 
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22.5

14.6

7.9

4

2

11.9

2.6

7.9

11.9

1.3

0.7

2.6

2

2

1.3

1.3

3.3

0% 5% 10% 15% 20% 25%

保育施設や保育サービスの充実

高齢者や傷病者のための施設や介護サービスの

充実

女性従業員の雇用管理などについて参考となる

事例の紹介

事業主などを対象とした法律や制度の周知、女

性の能力活用のための講座や研修会の開催

事業所における女性の能力活用の取り組みにつ

いてのマニュアル作成・配布

男性の家事・育児・介護などへの参画を促す啓

発

広報紙やパンフレットなどで、職場における男

女の平等な取り扱いについての啓発

従来女性（男性）の就労が少なかった分野など

への進出を促進したりするための職業教育・…

結婚や育児退職後の再就職に向けた支援や能力

開発の機会の提供

男女共同参画に関する事業者間のネットワーク

づくりや情報交換の機会の提供

事業所が行う研修会などへの講師の派遣や紹介

事業所での男女共同参画の推進、労働者や求職

者を対象とした職業意識・能力開発のための…

男女がともに活躍できる職場づくりを行う優良

企業の表彰、顕彰

男女共同参画の法律や制度、具体的な事例など

について情報提供や相談窓口の設置

ポジティブ・アクションなどを効果的に進める

ためのモデル企業の育成

その他

特にない

問 25 事業所において男女共同参画を進めるにあたって、今後、松茂町が力を入れていくべきだ
と思うことは、どのようなことですか。（○は５つまで） 
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５ 資料編 

 

◎「男女共同参画社会基本法」は以下をご参照ください。 

https://www.gender.go.jp/about_danjo/law/kihon/9906kihonhou.html 

 

 

 

 

 

◎「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」は以下をご参照ください。 

https://www.gender.go.jp/about_danjo/law/no_violence/dvhou.html 

 

 

 

 

 

◎「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」は以下をご参照ください。 

https://laws.e-gov.go.jp/law/427AC0000000064/ 

 

 

 

 

 

◎「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」は以下をご参照ください。 

https://laws.e-gov.go.jp/law/504AC0100000052 

 


